
195

知の先達たちに聞く（8）――堀内勝先生をお迎えして――

知の先達たちに聞く（8）

――堀内勝先生をお迎えして――

　2013 年 3 月 8 日（金）、堀内勝先生を京都大学にお招きして、「知の先達たちに聞く――堀内勝先
生をお迎えして――」と題して講演会を開催した。
　堀内先生はアラビア語学の達人であり、アラブ文化研究、アラブ文化誌に大きな足跡を残してこ
られた。堀内先生の業績の特徴は、アラビア語とその文化を徹底して考究していることを前提とし
て言えば、第一に、クルアーンやその朗誦、古典詩などのアラブ文化の最も古い時代から近現代の
文学に至るまで、非常に広い時代を対象としている点、第二に、口承文化、博物誌、特に馬やラク
ダ、鷹などの動物と人間の関わりなど、世界的にも珍しい分野を開拓してきた点にある。
　論文では、40 年ほど前のクルアーン朗誦に関する論考が学問的に大きなインパクトがあり、市
販書では『砂漠の文化』『ラクダの文化誌』がとりわけ傑出したものと評価されている。ラクダに
関する論考はさらに長大な著作を準備中とのことで、その一日も早い刊行が待たれている。
　当講演会では、アラビアの乳香が焚かれ、アラブ的な雰囲気が満ちる中で、研究の来歴とアラブ
諸国での経験とを縦横に交えたご講演、参加者との活発な質疑応答がおこなわれた。聴衆一同は堀
内先生の膨大な知見の一部に触れ、楽しいひとときを過ごすことができた。
　以下、講演記録に移る前に、堀内先生の略歴を記す。先生のご業績については、講演会記録の後
に記載した。

堀内勝先生――略歴――

1942 年　　　山梨県に生まれる
1961 年 3 月　山梨県立甲府第一高等学校　卒業
1961 年 4 月　東京外国語大学アラビア科　入学
1966 年 3 月　東京外国語大学アラビア科　卒業
1966 年 4 月～1968 年 2 月　東京外国語大学アラビア科聴講生
1968 年 3 月　大成海外建設入社・ザハラーン ( サウディアラビア ) 営業所勤務
1968 年 3 月～1969 年 3 月　ザハラーン石油鉱物資源大学理学部聴講生
1969 年 4 月　大成海外建設退職
1969 年 12 月～ 1973 年 8 月　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所研究生（言語人類

学専攻）
1973 年 9 月～1976 年 1 月　カイロ・アメリカ大学・アラビック・スタディーズ科フェロー
1983 年 1 月～1983 年 3 月　中部工業大学教授（産業経済研究所研究職員）
1983 年 4 月～1984 年 3 月　同上（国際地域研究所研究職員）
1984 年 4 月　中部大学教授（国際関係学部）、（中東の社会と文化、同演習、文化交流）
2013 年 4 月　中部大学名誉教授

＜共同研究＞
1970 年 4 月～1973 年 8 月　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所「イスラム化」共

同研究員
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1979 年 4 月～1981 年 8 月　文部省科学研究費、特定研究「中東の社会変化とイスラムに関する
総合研究」アラブ文化・研究分担者

1980 年 4 月～1982 年 3 月　国立民族学博物館「民族音楽の比較研究」共同研究員
1982 年 4 月～1985 年 3 月　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所「口頭伝承の比較

研究」共同研究員
1985 年 4 月～1993 年 8 月　東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所「未開概念の再検討」

共同研究員
1986 年 4 月～1988 年 3 月　国立民族学博物館「身体表現の民族学的研究」共同研究員
1988 年 4 月～1991 年 3 月　科研費（重点領域研究）「比較の手法によるイスラームの都市性の総

合的研究」研究分担者
1992 年 9 月～1994 年 3 月　国際日本文化研究センター「昔話、そのアジア・アフリカに通底す

るものの研究」共同研究員
1994 年 4 月～1997 年 3 月　東京外国語大学「音・図像・身体による表象の通文化的研究」共同

研究員
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